
 小児における上顎急速拡大後 

の歯列以外の変化について 

医療法人 優心会 こいし歯科, モンゴル健康科学大学* 

○藤田 能理子, 小石 剛, 平尾 知佳

  泉宮 真乃, 岡崎 好秀* 

池田市 こいし歯科 https://www.834814.com/ >>

https://www.834814.com/


 背景と目的



 

上顎を急速拡大装置にて拡大を行った, 

小児50名 

（男20人 女30人 平均年齢 8.7歳） 

の保護者に対してアンケート調査を行い, 

術前術後における歯列以外の変化につ
いて調べた. 

有意差の検定には 

Wilcoxon signed-ranks test を用いた. 

アンケート用紙

 対象と方法 
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0 口呼吸はあるか 1 香りにおいに敏感か 2 鼻アレルギーはみられるか 

3 鼻づまりはあるか 4 中耳炎はみられるか 5 喘息の症状はみられるか 

青：術前 
黄：術後 

6 アデノイド,扇桃肥大はみられるか 7 疲れはあるか 8 アトピーはみられるか 

20

 
術前 

結果1－① 回答の分布図 
術後 

縦軸：回答数 

横軸：アンケート回答 

グラフ 



青：術前 
黄：術後  

術前 

結果1－② 回答の分布図 術後 

9 いびきをかくか 10 姿勢は良いか 
11 眠りが深い 

朝目覚めが良いか 

12 集中力はみられるか 13 多動がみられるか 15 偏頭痛がみられるか 

16 食欲はあるか 17 夜尿症がみられるか 18 運動能力は高いか 

注意：設問14は回答なしのため削除 

横軸：アンケート回答 

縦軸：回答数 

グラフ 



表：各回答における平均の順位
注意：設問14は回答なしのため削除 注意：設問14は回答なしのため削除

 
 

 結果1 まとめ 

１ ： 設問⑭(てんかんの発作はありますか？)以外すべての回答
において順位の平均に差があった. 

２ ： 呼吸,睡眠,耳鼻科的疾患などの項目 
・設問 0,1,3,6,9,11,12 は P<0.01  
・設問 2,4,7,13 ,18 は P<0.05 
に統計学的有意差があった. 

３ ： 質問⑲(保護者が気づいた事：自由記入)の項目では, 
・嘔吐反射が少なくなった ・歯ぎしりが少なくなった 
・指しゃぶりがなおった ・術後,喘息がでていない 
などの回答があった. 

設問

術前

術後

設問

術前

術後



男子のみ 20人 

女子のみ 30人 

注：設問14は回答なしのため削除 

同じ被験者を,性別で分類し分析した. 

 結果2－① 追加分析：性別における分析 
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治療開始6ヶ月未満 7人 

治療開始6ヶ月以上12ヶ月未満 16人 

治療開始12ヶ月以上 27人 

 結果2－② 追加分析：治療経過期間別における分析

同じ被験者を,治療期間で分類し分析した. 
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9歳未満 28人 

9歳以上 22人 

 結果2－③ 追加分析：年齢別における分析

同じ被験者を,年齢別で分類し分析した. 
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 結果2 まとめ 

それぞれの項目別に分析すると, 

１：性別
① 女子の方が,男子よりも術前・術後の変化が大きく,有意に改善の実感のある項目

が多かった.

② とくに,睡眠および耳鼻科的疾患に関する項目に,多くの改善の実感が認められた．

２：治療経過期間別
① 治療期間6ヶ月未満の小児では有意差のある変化は認められなかったが,治療開

始6ヶ月以上12ヶ月未満および12ヶ月以上には有意差のある変化を認めた項目
が増え,変化量も大きくなっていた.

３：年齢別
① 9歳未満と9歳以上では,有意差のある変化を認めた項目数に差はなかった.

しかし,9歳未満の方が大きな変化量を認めた.



 考察・まとめ 

小児における上顎急速拡大によって

・ 歯列以外にも様々な症状の改善の実感があった
・ 多くの項目で有意差が確かめられ特に耳鼻科的疾患に関係する項目の改善の実感があった
・ 改善の実感は 歳未満・拡大より ヶ月以上経過・女性により多く認められた

以上のことは小児における上顎の急速拡大は歯列の改善以外にも鼻腔通気の改善および鼻腔通気に関係
する諸症状の改善があり保護者にとっても確実に実感できるということを示している

また 歳未満および治療期間が ヶ月以上経過している方が改善の実感が認められたことは
上顎骨の発育の活発な時期に上顎拡大を行うこと
および拡大された縫合部が骨化し安定したのちに、改善の実感認められやすいことを示すと考えられる

小児における矯正治療の開始および継続には保護者の意識が重要でもあることから

小児における上顎急速拡大は
保護者にとって受け入れやすく発育期の小児の の向上も期待できると考えられる

性差があったことに関しては今後の検討課題とし
今後も今回の結果を生かし調査を進めていきたい
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